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皮膚科領域感染症に対す るS-1108の 臨床的検討

荒瀬誠治 ・中西秀樹 ・浦野芳夫 ・敷地孝法

徳島大学医学部皮膚科学教室*

新 しいエ ステ ル型経 ロセ フ ェム系 抗生物 質31108を 皮 膚科 領域 感染症11例 に使用 し,そ

の臨床的有効 性 およ び安 全性 を 検討 した。 投与 方法 は1回75～150mgを1日13回 食後内服 ,

投与期間 は4～8日 間 であ った。臨床 効果 は著効5例,有 効5例,や や有効1例 で あ り,有 効

率は90.9%で あ った。細 菌学 的 効果 は不 明の1例 を除 き,Staphylococcus aureus7株 は消

失6株 菌 交代1株 で あ り,Staphylococcus epidermidis 1株,Propionibaclerium acnes

1株,Enterobacter sp.1株 はすべ て消 失 した。 副作 用 お よび臨床 検 査値 異常 は全 例 に認 め

られなか った。

以上 の結果 よ り,S-1108は 皮 膚科領 域感 染症 において 有効か っ安全 な薬 剤 と考 え られ た。
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S-1108は 塩野義 製薬 株 式会 社研 究所 で開 発 された

新しいエステル型 経 ロセ フェム系抗 生物質 で,抗 菌活

性体であるS-1006は 経 口吸収 され な いた め,4位 の

カルボキ シル基 に ビバ ロイル オキ シメチ ル基 をエ ステ

ル結合 させ たプロ ドラ ッグ製剤 であ る。 本剤 は服用 後

腸管からの吸収過程 で,腸 管 壁 のエ ステ ラーゼに よ り

エステル結合が速 やかに加水 分解 を受 け,抗 菌活性 体

であるS-1006と な る塗)。S-1006は グ ラ ム陽 性 菌 お

よびグラム陰性菌 に対 して広 範囲 な抗菌 スペ ク トル と

強い抗菌力を有 し,β-ラ クタ マー ゼに対 す る安定 性

は高い2～6)。本剤 を単回 食後経 口投与 時の最 高血 中濃

度は約2時 間後 に得 られ,75mg,100mg,150mg

投与でそれぞれ1.04,1.08,1.82μg/mlで あ った。

血中半減期は約1時 間 で あ った。尿 中排 泄率 は24時

間までに約40%で あ った6)。 ま た,各 種 実験 的 マ ウ

ス感染症 においてin vitro抗 菌 力 を反 映 した 治療 効

果を示 し4),各 種毒性 試験 で安全性 の高 い ことが確認

されている。 そ こで今 回我 々は皮膚 軟部組織 感 染症に

使用 し,そ の臨床 効 果 お よ び安 全 性 につ いて検 討 し

た。

臨床効果 は主治 医が臨床 症状,血 液検 査成 績(白 血

球数,赤 沈値,CRPな ど),菌 の 消 長 な どの 経 過 に

より,著 効,有 効,や や有効 ,無 効の4段 階 で判定 し

た。細菌学的 効果 は消 失,減 少,菌 交代,不 変 の4段

階で判定 した。 なお,投 与前 に膿汁 を有 し,本 剤 投与

により膿汁が消失 し検体 採取不 能 とな った場合 は菌消

失として扱 った。 さ らに本 剤投 与 によ る副 作用 の有無

およ び血 液一般,血 小板 数,肝,腎 機 能 を中心 と し,

CKな どの臨床 血液検 査値の異 常 の有 無 につ いて も検

討 した。

対 象 は治験 の同 意が得 られた皮膚 軟部 組織 感染症患

者11例 で,男 性8例,女 性3例 で あ り,年 齢構 成 は

16歳 ～71歳 で平均40.5歳 で あ った。疾患 の内訳 は第

1群.毛 嚢炎2例,第1群:痴2例,爪 囲炎2例,痩

疽1例,第III群:伝 染性 膿痂 疹1例,第IV群:丹 毒

1例,第V群:感 染性 粉 瘤1例,第VI群:表 在性 二

次感 染1例 で あった。本剤 投与 前に 同定 された起 炎菌

は Staphylococcus aureus 7株. Staphylococcus

epidermidis, Escherichia coli, Peptostreptococcus

anaerobius, Propionibacterium acnes, Enterobacter

sp.が 各1株 で あ った。 本剤 の1日 投 与 量 は75mg

×3回1例,100mg×3回8例,150mg×3回2

例 の毎食 後投与 で あ った。投 与 日数 は4日1例,5日

1例,6日2例,7日3例,8日4例 で,平 均6.7日

で あ った。

臨床 効果 はTable1に 示 す通 りで,11例 中著効5

例,有 効5例,や や有 効1例 で あ り,有 効 率 は90.9

%で あ った。疾患 別臨床 効果 は第1群 二毛嚢 炎2例 は

有 効,第1群:痴2例 は 著効,爪 囲 炎2例 は有 効1

例,や や有効1例,療 疽1例 は著効,第III群:伝 染性

膿 痂 疹1例 は著効,第IV群:丹 毒1例 は 有効,第V

群:感 染性粉瘤1例 は著効,第VI群:表 在性二 次感染1

例 は有 効 で あ った。細 菌 学 的効 果 はS.aureus7株

(MIC0.78μg/ml3株,MIC1.56μg/ml4株),
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Table 1, Clinical results of S-1108 treatment

S.epidermidis1株 (MIC≦0.025μg/ml), P.

acms1株(MICO.05μg/ml), Enterobacter sp.

1株(MICO.05μg/ml)計10株 が検 出 されたが,本

剤投 与 に よ りすべ て 消失 した。1症 例でSaureus

か らSerratia marcescensに 菌 交 代 した。 ま た,

E. coli(MIC0.39μg/ml),P. anaerobius (MIC

3.13μg/ml)が 検出 され た症例 は投与後の検 査が未実

施であ り,判 定 は不明 と した。

副作用 は全例 に認 め られず,臨 床 検査値 の異常 は本

剤投 与前 後 に測定を 実施 し確 認 され た9症 例で は認め

られなか った。他 の2例 は本剤 投与後 の検 査を実 施 し

得 ず,判 定不能 と した(Table2)。

経 口用 セ ブ 山ム剤 は1970年 にcephalexinが 登 場

した。次 い で,1982年 には抗 菌 力 の強 化,抗 菌 スペ

ク トル の幅 が広 が ったcefaclorが 発売 され た。 そ し

て,1987年 以降 のいわ ゆる第皿世代経 ロセ ブヱム剤は

グラム陰性 菌に対す る抗 菌力が さ らに強化 され,β-ラ

クタマー ゼに対 して もきわめて 安定性の高いことを特

長 とす るcefteram pivoxi1,cefpodoxime proxetil

な どが 発売 され た。S-1108は グラ ム陰性菌に対する

強 い抗菌 力に加え て,グ ラ ム陽性菌特 にブ ドウ球菌に

対 して強 い抗 菌力 を特徴 とす る広域 スペ ク トル経ロセ

フムム剤 といえ る。今 回,検 討 され た成績では臨床効

果 は90.9%と 高 く,細 菌学 的効 果 にお いて も,分 離

同定 され投与 後 菌の 消長 が 確認 され た10株 はすべて

菌消 失 してお り,基 礎 成績 を反映 して非常 に良好な成

績 であ った。特 に,皮 膚軟部 組織感 染症 ではブ ドウ球

菌 が起炎 菌 と して 重視 され てお り,今 回の検討成績で

はSaureusの7株 がす べ て消 失 してい る点 は注目

に値す る。
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Table 2. Laboratory findings before and after administration of S-1108

B before therapy A: after therapy NT: not tested

以上の結果 よ り,S-1108は 皮膚 科 領域 感 染症 に対

しきわめて有用で あ り,安 全性の 高い経 口セ フ ェム剤

と考え られた。
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Clinical efficacy of S-1108 in superficial suppurative skin infections

Seiji Arase, Hideki Nakanishi, Yoshio Urano and Takanori Shikiji
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The University of Tokushima, Tokushima 770, Japan.

The clinical efficacy and safety of S-1108 were evaluated in the treatment of suppurative

skin diseases. The patients were given 225•`450 mg of S-1108 daily in three divided doses

(after each meal) fordays. The results in 11 patients treated with S-1108 were excel-

lent in 5, good in 5 and fair in 1, and the overall clinical efficacy rate was 90. 9%.

Bacteriologically, all organisms were eradicated but one, and Staphylococcus aureus was

replaced by Serratia marcescens. No side effects or abnormal laboratory findings were

observed in this study.


